
(57)【要約】

【課題】耐力壁に即して大空間の部屋を設けた場合にも

、水平力に抵抗するせん断耐力を耐力壁に期待すること

ができる建物を提供する。

【解決手段】躯体を構成する耐力壁１Ｅ、１Ｗ、１Ｓの

少なくとも一方の面に該耐力壁１Ｅ、１Ｗ、１Ｓと一体

に床状構造材２５、３５が設けられている建物である。

耐力壁１Ｅ、１Ｗ、１Ｓに作用する水平力を床状構造材

２５、３５が負担することができる。したがって、耐力

壁１Ｅ、１Ｗ、１Ｓに即して大空間の部屋を設けた場合

にも、水平力に抵抗するせん断耐力を耐力壁１Ｅ、１Ｗ

、１Ｓに期待することができる。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 躯 体 を 構 成 す る 耐 力 壁 の 少 な く と も 一 方 の 面 に 該 耐 力 壁 と 一 体 に 床 状 構 造 材 が 設 け ら れ
て い る こ と を 特 徴 と す る 建 物 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 床 状 構 造 材 の 前 記 耐 力 壁 と 反 対 側 の 端 部 に は 、 該 耐 力 壁 と 平 行 に 壁 体 が 設 け ら れ て
い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 建 物 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 壁 体 の 下 部 に は 該 壁 体 を 支 持 す る 梁 材 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２
に 記 載 の 建 物 。
【 請 求 項 ４ 】
　 ２ つ の 前 記 壁 体 が 対 向 し て 躯 体 の 両 端 部 に 設 け ら れ る と と も に 、 前 記 壁 体 に 垂 直 な 梁 材
で 互 い に 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ま た は ３ に 記 載 の 建 物 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 壁 体 及 び 前 記 壁 体 に 垂 直 な 梁 材 は 屋 根 を 支 持 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載
の 建 物 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 壁 体 に 垂 直 な 梁 材 は 前 記 壁 体 の 上 端 部 に 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５
に 記 載 の 建 物 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 建 物 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 住 宅 の 構 築 に つ い て は 、 そ の 工 業 化 が 進 み 、 例 え ば 、 プ レ ハ ブ 住 宅 等 に お い て は
、 柱 、 梁 等 を あ ま り 使 用 せ ず に 、 予 め 工 場 で 形 成 さ れ た 床 パ ネ ル 、 壁 パ ネ ル 、 天 井 パ ネ ル
等 の 矩 形 板 状 の パ ネ ル を 配 列 し て い く こ と に よ り 、 床 、 壁 、 天 井 等 を 形 成 し て い く 施 工 方
法 （ 以 下 、 パ ネ ル 工 法 ） が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 工 場 で 組 み 立 て ら れ た 床 用 ・ 壁 用 ・ 屋 根 用 等 の パ ネ ル は 、 ト ラ ッ ク 等 で 施 工 現 場 に 運 び
込 ま れ る 。 建 築 現 場 で は 、 パ ネ ル の 配 設 と パ ネ ル 間 の 接 合 作 業 を 行 う だ け で 、 短 期 間 で 床
、 壁 、 屋 根 等 の 住 宅 の 基 本 構 造 を 構 築 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 パ ネ ル 工 法 で 構 築 さ れ る 住 宅 に お い て 、 例 え ば 家 屋 下 の ガ レ ー ジ 等 、 幅 広 の 開 口 が 要 求
さ れ る 場 合 に は 、 水 平 方 向 に 伸 び る 梁 部 と 、 梁 部 の 両 端 か ら 鉛 直 下 方 に 伸 び る 柱 部 と か ら
な る 門 型 パ ネ ル が 適 用 さ れ る 。 ま た 、 所 定 間 隔 を お い て １ 対 の 門 型 パ ネ ル を 対 向 さ せ 、 両
者 の 柱 部 を 壁 パ ネ ル で 結 合 す る と と も に 、 梁 部 を 床 パ ネ ル で 結 合 し た 門 型 パ ネ ル ユ ニ ッ ト
を 用 い る も の も あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ２ ５ ６ ５ ６ ２ ６ 号 明 細 書
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 と こ ろ で 、 完 成 し た 住 宅 に 長 期 間 居 住 す る 場 合 に は 、 家 族 の 成 長 や 独 立 の た め に 、 間 取
り や 仕 様 の 変 更 を 行 う 必 要 が 生 じ る 。 こ の た め 、 大 空 間 の 部 屋 を あ ら か じ め 形 成 し 、 そ こ
に 非 耐 力 壁 の 間 仕 切 を 設 け る こ と で 、 完 成 後 に お い て も 容 易 に 間 取 り 変 更 を 行 う こ と が で
き る よ う に し た 住 宅 が 設 計 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し 、 外 壁 等 の 耐 力 壁 に 即 し て 大 空 間 の 部 屋 を 設 け る と 、 耐 力 壁 に か か る 水 平 力 が 耐
力 壁 の せ ん 断 耐 力 を 上 回 る 恐 れ が あ る 。
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【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 課 題 は 、 耐 力 壁 に 即 し て 大 空 間 の 部 屋 を 設 け た 場 合 に も 、 水 平 力 に 抵 抗 す る せ
ん 断 耐 力 を 耐 力 壁 に 期 待 す る こ と が で き る 建 物 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 上 の 課 題 を 解 決 す る た め 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 建 物 で あ っ て 、 図 １ ～ ５ に 示 す
よ う に 、 躯 体 を 構 成 す る 耐 力 壁 （ 外 壁 １ Ｅ 、 １ Ｗ 、 １ Ｓ ） の 少 な く と も 一 方 の 面 に 該 耐 力
壁 （ 外 壁 １ Ｅ 、 １ Ｗ 、 １ Ｓ ） と 一 体 に 床 状 構 造 材 ２ ５ 、 ３ ５ が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴
と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ こ で 、 床 状 構 造 材 と は 、 耐 力 壁 に 垂 直 な 方 向 の 幅 が 、 鉛 直 方 向 の 高 さ よ り も 大 き い 部
材 で あ り 、 耐 力 壁 に 作 用 す る 水 平 力 を 負 担 す る が 、 鉛 直 荷 重 は 必 ず し も 支 持 し な く て も よ
い 。 床 状 構 造 材 と し て は 、 例 え ば 床 パ ネ ル 等 を 用 い る こ と が で き る が 、 耐 力 壁 に 垂 直 な 方
向 の 幅 よ り も 梁 成 が 小 さ い 梁 材 等 を 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 躯 体 を 構 成 す る 耐 力 壁 （ 外 壁 １ Ｅ 、 １ Ｗ 、 １ Ｓ ） の 少
な く と も 一 方 の 面 に 該 耐 力 壁 （ 外 壁 １ Ｅ 、 １ Ｗ 、 １ Ｓ ） と 一 体 に 床 状 構 造 材 ２ ５ 、 ３ ５ が
設 け ら れ て い る の で 、 耐 力 壁 （ 外 壁 １ Ｅ 、 １ Ｗ 、 １ Ｓ ） に 作 用 す る 水 平 力 を 床 状 構 造 材 ２
５ 、 ３ ５ に 負 担 さ せ る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 耐 力 壁 （ 外 壁 １ Ｅ 、 １ Ｗ 、 １ Ｓ ） に 即
し て 大 空 間 の 部 屋 を 設 け た 場 合 に も 、 水 平 力 に 抵 抗 す る せ ん 断 耐 力 を 耐 力 壁 （ 外 壁 １ Ｅ 、
１ Ｗ 、 １ Ｓ ） に 期 待 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 建 物 で あ っ て 、 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、
前 記 床 状 構 造 材 ３ ５ の 前 記 耐 力 壁 （ 外 壁 １ Ｅ 、 １ Ｗ ） と 反 対 側 の 端 部 に は 、 該 耐 力 壁 （ 外
壁 １ Ｅ 、 １ Ｗ ） と 平 行 に 壁 体 （ 支 持 壁 ４ ０ Ｅ 、 ４ ０ Ｗ ） が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す
る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 前 記 床 状 構 造 材 ３ ５ の 前 記 耐 力 壁 （ 外 壁 １ Ｅ 、 １ Ｗ ）
と 反 対 側 の 端 部 に は 、 該 耐 力 壁 （ 外 壁 １ Ｅ 、 １ Ｗ ） と 平 行 に 壁 体 （ 支 持 壁 ４ ０ Ｅ 、 ４ ０ Ｗ
） が 設 け ら れ て い る の で 、 Ｈ 形 鋼 と 同 様 の 断 面 Ｈ 形 状 の 梁 構 造 ２ ０ 、 ５ ０ を 形 成 す る こ と
が で き 、 曲 が り や ね じ れ に 対 す る 剛 性 を さ ら に 高 め る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 耐 力 壁
を 少 な く す る こ と が で き 、 幅 広 の 開 口 や 大 空 間 の 部 屋 を 設 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 建 物 で あ っ て 、 前 記 壁 体 （ 支 持 壁 ４ ０ Ｅ 、
４ ０ Ｗ ） の 下 部 に は 該 壁 体 （ 支 持 壁 ４ ０ Ｅ 、 ４ ０ Ｗ ） を 支 持 す る 梁 材 ４ １ Ｅ 、 ４ １ Ｗ が 前
記 耐 力 壁 （ 外 壁 １ Ｅ 、 １ Ｗ ） と 平 行 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 前 記 壁 体 （ 支 持 壁 ４ ０ Ｅ 、 ４ ０ Ｗ ） の 下 部 に は 該 壁 体
（ 支 持 壁 ４ ０ Ｅ 、 ４ ０ Ｗ ） を 支 持 す る 梁 材 ４ １ Ｅ 、 ４ １ Ｗ が 前 記 耐 力 壁 （ 外 壁 １ Ｅ 、 １ Ｗ
） と 平 行 に 設 け ら れ て い る の で 、 梁 材 ４ １ Ｅ 、 ４ １ Ｗ に よ り 壁 体 （ 支 持 壁 ４ ０ Ｅ 、 ４ ０ Ｗ
） の 荷 重 を 支 持 す る こ と が で き る と と も に 、 壁 体 （ 支 持 壁 ４ ０ Ｅ 、 ４ ０ Ｗ ） と と も に 梁 材
４ １ Ｅ 、 ４ １ Ｗ に よ り 水 平 力 を 伝 達 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ２ ま た は ３ に 記 載 の 建 物 で あ っ て 、 ２ つ の 前 記 壁 体 （
支 持 壁 ４ ０ Ｅ 、 ４ ０ Ｗ ） が 対 向 し て 躯 体 の 両 端 部 に 設 け ら れ る と と も に 、 前 記 壁 体 （ 支 持
壁 ４ ０ Ｅ 、 ４ ０ Ｗ ） に 垂 直 な 梁 材 （ Ｈ 形 鋼 ４ ３ ） で 互 い に 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す
る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 ２ つ の 前 記 壁 体 （ 支 持 壁 ４ ０ Ｅ 、 ４ ０ Ｗ ） が 対 向 し て
躯 体 の 両 端 部 に 設 け ら れ る と と も に 、 前 記 壁 体 （ 支 持 壁 ４ ０ Ｅ 、 ４ ０ Ｗ ） に 垂 直 な 梁 材 （
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Ｈ 形 鋼 ４ ３ ） で 互 い に 接 続 さ れ て い る の で 、 ２ つ の 壁 体 （ 支 持 壁 ４ ０ Ｅ 、 ４ ０ Ｗ ） の 間 に
大 空 間 の 居 室 を 設 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 建 物 で あ っ て 、 前 記 壁 体 （ 支 持 壁 ４ ０ Ｅ 、
４ ０ Ｗ ） 及 び 前 記 壁 体 （ 支 持 壁 ４ ０ Ｅ 、 ４ ０ Ｗ ） に 垂 直 な 梁 材 （ Ｈ 形 鋼 ４ ３ ） は 屋 根 （ 屋
根 パ ネ ル ４ ４ ） を 支 持 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 前 記 壁 体 （ 支 持 壁 ４ ０ Ｅ 、 ４ ０ Ｗ ） 及 び 前 記 壁 体 （ 支
持 壁 ４ ０ Ｅ 、 ４ ０ Ｗ ） に 垂 直 な 梁 材 （ Ｈ 形 鋼 ４ ３ ） は 屋 根 （ 屋 根 パ ネ ル ４ ４ ） を 支 持 す る
の で 、 建 物 の 最 上 階 に 大 空 間 の 居 室 を 設 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 建 物 で あ っ て 、 前 記 壁 体 （ 支 持 壁 ４ ０ Ｅ 、
４ ０ Ｗ ） に 垂 直 な 梁 材 （ Ｈ 形 鋼 ４ ３ ） は 前 記 壁 体 （ 支 持 壁 ４ ０ Ｅ 、 ４ ０ Ｗ ） の 上 端 部 に 接
続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 前 記 壁 体 （ 支 持 壁 ４ ０ Ｅ 、 ４ ０ Ｗ ） に 垂 直 な 梁 材 （ Ｈ
形 鋼 ４ ３ ） は 前 記 壁 体 （ 支 持 壁 ４ ０ Ｅ 、 ４ ０ Ｗ ） の 上 端 部 に 接 続 さ れ て い る の で 、 大 空 間
の 居 室 の 天 井 高 さ を 高 く す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 躯 体 を 構 成 す る 耐 力 壁 の 少 な く と も 一 方 の 面 に 該 耐 力 壁 と 一 体 に 床 状
構 造 材 を 設 け る こ と で 、 耐 力 壁 に 作 用 す る 水 平 力 を 床 状 構 造 材 に 負 担 さ せ る こ と が で き る
。 し た が っ て 、 耐 力 壁 に 即 し て 大 空 間 の 部 屋 を 設 け た 場 合 に も 、 水 平 力 に 抵 抗 す る せ ん 断
耐 力 を 耐 力 壁 に 期 待 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 床 状 構 造 材 の 耐 力 壁 と 反 対 側 の 端 部 に 、 該 耐 力 壁 と 平 行 に 壁 体 を 設 け る こ と で 、
Ｈ 形 鋼 と 同 様 の 断 面 Ｈ 形 状 の 梁 構 造 を 形 成 す る こ と が で き 、 曲 が り や ね じ れ に 対 す る 剛 性
を さ ら に 高 め る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 耐 力 壁 を 少 な く す る こ と が で き 、 幅 広 の 開 口
や 大 空 間 の 部 屋 を 設 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 壁 体 の 下 部 に 、 壁 体 を 支 持 す る 梁 材 を 耐 力 壁 と 平 行 に 設 け る こ と で 、 梁 材 に よ り
壁 体 の 荷 重 を 支 持 す る こ と が で き る と と も に 、 壁 体 と と も に 梁 材 に よ り 水 平 力 を 伝 達 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 さ ら に 、 ２ つ の 壁 体 を 対 向 さ せ て 躯 体 の 両 端 部 に 設 け 、 壁 体 に 垂 直 な 梁 材 で 互 い に 接 続
す る こ と で 、 ２ つ の 壁 体 の 間 に 大 空 間 の 居 室 を 設 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 壁 体 及 び 壁 体 に 垂 直 な 梁 材 が 屋 根 を 支 持 す る こ と で 、 建 物 の 最 上 階 に 大 空 間 の 居
室 を 設 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 さ ら に 、 壁 体 に 垂 直 な 梁 材 を 、 壁 体 の 上 端 部 に 接 続 さ せ る こ と で 、 大 空 間 の 居 室 の 天 井
高 さ を 高 く す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １ は 本 発 明 を 実 施 し た 建 物 を 示
す 間 取 り 図 で あ り 、 （ ａ ） は １ 階 の 間 取 り 図 、 （ ｂ ） は ２ 階 の 間 取 り 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の 建 物 は 、 桟 材 を 矩 形 枠 状 に 組 み 立 て 、 こ の 矩 形 枠 内 に 必 要 に 応 じ て 補 強 桟 材 を 縦 横
に 組 み 付 け 、 両 面 も し く は 片 面 に 合 板 等 の 面 材 を 貼 り つ け た パ ネ ル を 予 め 工 場 等 で 形 成 し
、 こ れ を 床 、 壁 、 屋 根 等 の 構 造 材 と し て 用 い 、 施 工 現 場 で こ れ ら の パ ネ ル を 組 み 立 て る こ
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と に よ り 住 宅 を 構 築 す る パ ネ ル 工 法 を 用 い て 構 築 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 西 側 の 外 壁 １ Ｗ に は 、 図 １ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 玄 関 １ １ が 設 け ら れ て い る 。 玄 関 １ １
と 隣 接 し た 北 西 の 角 部 に は 浴 室 １ ２ が 設 け ら れ て お り 、 玄 関 １ １ と 浴 室 １ ２ と の 間 は 、 壁
５ ａ に よ り 仕 切 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 浴 室 １ ２ に 隣 接 し て 洗 面 所 兼 ト イ レ １ ３ が 設 け ら れ て い る 。 １ 階 の 北 東 に は キ ッ
チ ン １ ４ が 設 け ら れ て い る 。 浴 室 １ ２ 、 洗 面 所 兼 ト イ レ １ ３ 、 キ ッ チ ン １ ４ の 北 側 の 外 壁
１ Ｎ に は 、 そ れ ぞ れ 窓 ８ ａ 、 ８ ｂ 、 ８ ｃ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 １ 階 の 南 半 分 は リ ビ ン グ ル ー ム １ ５ と な っ て い る 。 リ ビ ン グ ル ー ム １ ５ は キ ッ チ ン １ ４
と 一 体 化 し た 大 空 間 を 形 成 し て い る 。 ま た 、 玄 関 １ １ と リ ビ ン グ ル ー ム １ ５ と の 間 に は 、
西 側 の 外 壁 １ Ｗ と 垂 直 な 壁 ５ ｂ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 リ ビ ン グ ル ー ム １ ５ の 西 側 半 分 は 、 図 １ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 吹 き 抜 け 部 １ ７ と な っ て
い る 。 こ の 吹 き 抜 け 部 １ ７ の 部 分 に 、 壁 ５ ｂ に 沿 っ て 、 ２ 階 へ 通 じ る 階 段 １ ６ が 設 け ら れ
て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 東 側 の 外 壁 １ Ｅ に は 、 玄 関 １ １ と 対 向 す る 位 置 に 、 小 開 口 部 ６ ａ が 設 け ら れ て い る 。 小
開 口 部 ６ ａ の 南 側 に は 、 幅 約 ４ ５ ｃ ｍ の 耐 力 壁 ２ ａ が 設 け ら れ て い る 。 な お 、 耐 力 壁 ２ ａ
は ２ 階 ま で 連 続 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 東 側 の 外 壁 １ Ｅ の 南 端 に は 、 外 壁 １ Ｅ を 構 成 す る 壁 パ ネ ル と 、 幅 約 ４ ５ ｃ ｍ の ３ 枚 の 壁
パ ネ ル ４ ａ 、 ４ ｂ 、 ４ ｃ と を 合 わ せ て 、 角 柱 状 に 組 ん で 形 成 さ れ た 柱 構 造 ３ Ｅ が 設 け ら れ
て い る 。 ま た 、 西 側 の 外 壁 １ Ｗ と 南 側 の 外 壁 １ Ｓ と の 接 合 部 に は 、 西 側 及 び 南 側 の 外 壁 １
Ｗ 、 １ Ｓ を 構 成 す る 壁 パ ネ ル と 、 幅 約 ４ ５ ｃ ｍ の ２ 枚 の 壁 パ ネ ル ４ ｄ 、 ４ ｅ と を 合 わ せ て
、 角 柱 状 に 組 ん で 形 成 さ れ た 柱 構 造 ３ Ｗ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 柱 構 造 ３ Ｅ と ３ Ｗ と 中 間 位 置 に は 、 幅 約 ４ ５ ｃ ｍ の 耐 力 壁 ２ ｂ が 南 北 方 向 に 設 け ら れ て
い る 。 な お 、 耐 力 壁 ２ ｂ は ２ 階 ま で 連 続 し て い る 。 耐 力 壁 ２ ｂ の 北 側 の 端 と 柱 構 造 と の 間
に は 、 床 か ら 天 井 ま で 届 く 高 さ の 大 開 口 部 ７ ａ が 設 け ら れ て い る 。 耐 力 壁 ２ ｂ は 屋 根 ま で
連 続 し て お り 、 耐 力 壁 ２ ｂ の 南 側 の 端 と 西 側 の 柱 構 造 ３ Ｗ と の 間 に は 、 南 側 の 外 壁 １ Ｓ が
設 け ら れ て い る 。 耐 力 壁 ２ ｂ と 外 壁 １ Ｓ と は 垂 直 で あ る 。 ま た 、 外 壁 １ Ｗ と 壁 パ ネ ル ４ ｄ
と は 垂 直 で あ り 、 外 壁 １ Ｓ と 壁 パ ネ ル ４ ｅ と は 垂 直 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 耐 力 壁 ２ ａ と 、 柱 構 造 ３ Ｅ と の 間 に は 、 東 側 の 外 壁 １ Ｅ に 沿 っ て 奥 行 き 約 ４ ５ ｃ ｍ の 壁
付 け 収 納 ユ ニ ッ ト １ ５ ａ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 耐 力 壁 ２ ｂ と 柱 構 造 ３ Ｗ と の 間 に も 、
南 側 の 外 壁 １ Ｓ に 沿 っ て 奥 行 き 約 ４ ５ ｃ ｍ の 壁 付 け 収 納 ユ ニ ッ ト １ ５ ｂ が 設 け ら れ て い る
。 ま た 、 玄 関 １ １ と リ ビ ン グ ル ー ム １ ５ の 間 の 壁 と 、 柱 構 造 ３ Ｗ と の 間 に も 、 西 側 の 外 壁
１ Ｗ に 沿 っ て 奥 行 き 約 ４ ５ ｃ ｍ の 壁 付 け 収 納 ユ ニ ッ ト １ ５ ｃ が 設 け ら れ て い る 。 壁 付 け 収
納 ユ ニ ッ ト １ ５ ａ 、 １ ５ ｂ 、 １ ５ ｃ は 同 じ 大 き さ で あ り 、 位 置 を 交 換 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ２ 階 は 大 空 間 の １ つ の 居 室 と な っ て お り 、 図 示 し な い 間 仕 切 壁 に よ り 任 意 の 間 取 り に 仕
切 る こ と が で き る 。 ２ 階 で は 、 図 １ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 西 側 の 外 壁 １ Ｗ の 玄 関 １ １ の 上
部 に 、 庇 ２ １ が 設 け ら れ る と と も に 、 小 開 口 部 ６ ｂ が 設 け ら れ て い る 。 小 開 口 部 ６ ｂ の 北
側 に は 、 壁 ５ ａ と 連 続 す る 耐 力 壁 ２ ｃ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 小 開 口 部 ６ ｂ の 南 側 に は
、 壁 ５ ｂ と 連 続 す る 耐 力 壁 ２ ｄ が 設 け ら れ て い る 。
　 東 側 の 外 壁 １ Ｅ の 小 開 口 部 ６ ａ の 上 部 に は 、 小 開 口 部 ６ ｃ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 北 側 の 外 壁 １ Ｎ に は 、 窓 ８ ａ 、 ８ ｂ の 上 部 に 窓 ８ ｄ が 、 窓 ８ ｃ の 上 部 に 窓 ８ ｅ が 設 け ら
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れ て い る 。 ま た 、 耐 力 壁 ２ ｂ と 柱 構 造 ３ Ｅ と の 間 に は 、 大 開 口 部 ７ ｂ が 設 け ら れ て い る 。
な お 、 大 開 口 部 ７ ａ と 大 開 口 部 ７ ｂ と の 間 に は 、 庇 ２ ２ が 設 け ら れ る と と も に 、 図 示 し な
い 梁 が 設 け ら れ て い る 。 図 示 し な い 梁 は 、 東 側 の 柱 構 造 ３ Ｅ と 耐 力 壁 ２ ｂ に よ っ て 支 持 さ
れ て い る 。 ２ 階 の 床 ２ ４ の 南 側 の 端 部 は 、 東 側 の 柱 構 造 ３ Ｅ と 図 示 し な い 梁 と に よ っ て 支
持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 南 側 の 外 壁 １ Ｓ に は 、 採 光 用 の 小 窓 ９ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 壁 付 け 収 納 ユ ニ ッ ト １
５ ｂ 、 １ ５ ｃ の 上 部 に は 、 幅 約 ４ ５ ｃ ｍ の 床 状 構 造 材 ２ ５ が ２ 階 の 床 ２ ４ と 同 じ 高 さ に 設
け ら れ て い る 。 こ の 床 状 構 造 材 ２ ５ は 、 パ ネ ル 工 法 で 用 い ら れ る 床 パ ネ ル で あ り 、 図 ２ （
ａ ） に 示 す よ う に 、 矩 形 枠 状 の 框 材 ２ ５ ａ に 必 要 に 応 じ て 補 強 桟 材 が 設 け ら れ 、 上 面 に 合
板 ２ ５ ｂ が 貼 ら れ て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 床 状 構 造 材 ２ ５ の 外 壁 １ Ｗ （ １ Ｓ ） に 垂 直 な 方 向 の 幅 は 、 鉛 直 方 向 の 高 さ よ り も 大 き い
。 し た が っ て 、 床 状 構 造 材 ２ ５ に 作 用 す る 鉛 直 荷 重 よ り も 外 壁 １ Ｗ （ １ Ｓ ） に 垂 直 な 方 向
に 作 用 す る 水 平 力 に 対 し て よ り 強 い 曲 げ 耐 力 を 発 揮 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 床 状 構 造 材 ２ ５ の 框 材 ２ ５ ａ の 外 壁 １ Ｗ （ １ Ｓ ） 側 の 端 部 は 、 外 壁 １ Ｗ （ １ Ｓ ） に よ り
支 持 さ れ て い る 。 ま た 、 床 状 構 造 材 ２ ５ の 框 材 ２ ５ ａ の 外 壁 １ Ｗ （ １ Ｓ ） と 反 対 側 の 端 部
は 、 外 壁 １ Ｗ （ １ Ｓ ） と 平 行 に 設 け ら れ た 梁 材 ２ ６ に よ り 支 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 梁 材 ２ ６ は 、 柱 構 造 ３ Ｗ と 、 耐 力 壁 ２ ｂ ま た は ２ ｄ に よ り 両 端 部 を 支 持 さ れ て い る 。 梁
材 ２ ６ の 上 部 に は 、 床 状 構 造 材 ２ ５ の 端 部 と 接 し て 半 割 材 ２ ７ が 設 け ら れ て い る 。
　 ま た 、 床 状 構 造 材 ２ ５ の 外 壁 １ Ｗ （ １ Ｓ ） と 垂 直 な 両 端 部 は 、 壁 ５ ｂ 及 び 壁 パ ネ ル ４ ｄ
（ 耐 力 壁 ２ ｂ 及 び 壁 パ ネ ル ４ ｅ ） に よ り 支 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ の よ う に 、 外 壁 １ Ｗ （ １ Ｓ ） の 内 側 面 に 沿 っ て 、 床 状 構 造 材 ２ ５ が 外 壁 １ Ｗ （ １ Ｓ ）
と 一 体 に 設 け ら れ て い る の で 、 外 壁 １ Ｗ （ １ Ｓ ） に 作 用 す る 面 方 向 の 水 平 力 や 面 に 垂 直 な
方 向 の 水 平 力 を 床 状 構 造 材 ２ ５ に 負 担 さ せ る こ と が で き 、 水 平 力 に 抵 抗 す る せ ん 断 耐 力 や
曲 げ 耐 力 を 増 大 さ せ る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 外 壁 １ Ｗ （ １ Ｓ ） に 即 し て 大 空 間 の 部
屋 を 設 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ま た 、 外 壁 １ Ｗ （ １ Ｓ ） 、 床 状 構 造 材 ２ ５ 、 梁 材 ２ ６ は 緊 結 さ れ て 一 体 化 し て お り 、 Ｈ
形 鋼 と 同 様 の 断 面 略 Ｈ 形 状 の 梁 構 造 ２ ０ を 形 成 す る 。 こ の た め 、 外 壁 １ Ｗ （ １ Ｓ ） 、 梁 材
２ ６ が ウ ェ ブ 、 床 状 構 造 材 ２ ５ が フ ラ ン ジ の 役 割 を 果 た し 、 曲 が り や ね じ れ に 対 す る 剛 性
を さ ら に 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 ２ （ ｂ ） は 、 屋 根 の 高 さ に お け る 東 側 の 外 壁 １ Ｅ ま た は 西 側 の 外 壁 １ Ｗ の 鉛 直 断 面 図
で あ る 。 ２ 階 を 大 空 間 の １ つ の 居 室 と す る た め に 、 東 側 の 外 壁 １ Ｅ 及 び 西 側 の 外 壁 １ Ｗ の
上 部 に は 、 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う な 構 造 が 設 け ら れ て い る 。 す な わ ち 、 外 壁 １ Ｅ （ １ Ｗ ）
と 所 定 間 隔 離 間 し 、 か つ 外 壁 １ Ｅ （ １ Ｗ ） と 平 行 に 、 支 持 壁 ４ ０ Ｅ （ ４ ０ Ｗ ） が 配 置 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 東 側 の 外 壁 １ Ｅ の 上 部 に は 、 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 胴 差 ３ １ 及 び パ ラ ペ ッ ト 壁 ３ ２
が 設 け ら れ て い る 。 パ ラ ペ ッ ト 壁 ３ ２ は 、 胴 差 ボ ル ト ３ １ ａ や 接 着 剤 等 に よ り 、 外 壁 １ Ｅ
と 接 合 さ れ て い る 。 パ ラ ペ ッ ト 壁 ３ ２ は 、 外 壁 １ Ｅ の 上 端 を 同 じ 高 さ に 形 成 し て い る 。 パ
ラ ペ ッ ト 壁 ３ ２ は 図 ４ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 西 側 の 外 壁 １ Ｗ の 上 部 に も 同 様 に 設 け ら れ て
い る 。 ま た 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 北 側 、 南 側 の 外 壁 １ Ｎ 、 １ Ｓ の 上 部 に も 同 様 に パ ラ ペ ッ
ト 壁 ３ ２ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 支 持 壁 ４ ０ Ｅ は 、 外 壁 １ Ｅ と 平 行 に 設 け ら れ た 梁 材 ４ １ Ｅ に よ り 、 胴 差 ３ １ を 介 し て 支
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持 さ れ て い る 。 支 持 壁 ４ ０ Ｅ と 胴 差 ３ １ 、 及 び 胴 差 ３ １ と 梁 材 ４ １ Ｅ と は 図 示 し な い 胴 差
ボ ル ト や 接 着 剤 に よ り 緊 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 梁 材 ４ １ Ｅ は 、 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 外 壁 １ Ｎ 、 耐 力 壁 ２ ａ 、 及 び 柱 構 造 ３ Ｅ に よ
り 支 持 さ れ て い る 。 外 壁 １ Ｅ の 上 部 の 胴 差 ３ １ と 支 持 壁 ４ ０ Ｅ の 下 部 の 胴 差 ３ １ と の 対 向
す る 面 に は 、 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 同 じ 高 さ に 床 受 け 材 ３ ３ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 床 受 け 材 ３ ３ は ス ク リ ュ ー 釘 ３ ４ や 接 着 剤 等 に よ り 、 外 壁 １ Ｅ 及 び 外 壁 １ Ｅ の 上 部 の 胴
差 ３ １ 、 ま た は 支 持 壁 ４ ０ Ｅ の 下 部 の 胴 差 ３ １ 及 び 針 材 ４ １ Ｅ に 緊 結 さ れ て い る 。 床 受 け
材 ３ ３ の 上 に は 床 状 構 造 材 ３ ５ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 こ の 床 状 構 造 材 ３ ５ は 、 パ ネ ル 工 法 で 用 い ら れ る 床 パ ネ ル で あ り 、 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ
う に 、 矩 形 枠 状 の 框 材 ３ ５ ａ に 必 要 に 応 じ て 補 強 桟 材 が 設 け ら れ 、 上 面 に 合 板 ３ ５ ｂ が 貼
ら れ て 形 成 さ れ て い る 。 床 状 構 造 材 ３ ５ は 、 床 受 け 材 ３ ４ と 同 様 に 、 ス ク リ ュ ー 釘 ３ ４ や
接 着 剤 等 に よ り 、 外 壁 １ Ｅ の 上 部 の 胴 差 ３ １ 及 び 支 持 壁 ４ ０ Ｅ の 下 部 の 胴 差 ３ １ に 緊 結 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 床 状 構 造 材 ３ ５ の 外 壁 １ Ｅ （ １ Ｗ ） に 垂 直 な 方 向 の 幅 は 、 鉛 直 方 向 の 高 さ よ り も 大 き い
。 し た が っ て 、 床 状 構 造 材 ３ ５ に 作 用 す る 鉛 直 荷 重 よ り も 外 壁 １ Ｅ （ １ Ｗ ） に 垂 直 な 方 向
に 作 用 す る 水 平 力 に 対 し て よ り 強 い 曲 げ 耐 力 を 発 揮 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 床 状 構 造 材 ３ ５ の 框 材 ２ ５ ａ の 外 壁 １ Ｅ （ １ Ｗ ） 側 の 端 部 は 、 外 壁 １ Ｅ （ １ Ｗ ） に 設 け
ら れ た 床 受 け 材 ３ ３ に よ り 支 持 さ れ て い る 。 ま た 、 床 状 構 造 材 ２ ５ の 框 材 ２ ５ ａ の 外 壁 １
Ｅ （ １ Ｗ ） と 反 対 側 の 端 部 は 、 梁 材 ４ １ Ｅ （ ４ １ Ｗ ） に 設 け ら れ た 床 受 け 材 ３ ３ に よ り 支
持 さ れ て い る 。 ま た 、 床 状 構 造 材 ３ ５ の 外 壁 １ Ｅ （ １ Ｗ ） と 垂 直 な 両 端 部 は 、 外 壁 １ Ｎ 、
柱 構 造 ３ Ｅ （ 外 壁 １ Ｎ 、 耐 力 壁 ２ ｃ 、 ま た は 柱 構 造 ３ Ｗ 、 耐 力 壁 ２ ｄ ） に よ り 支 持 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 こ の よ う に 、 外 壁 １ Ｅ （ １ Ｗ ） の 内 側 面 に 沿 っ て 、 床 状 構 造 材 ３ ５ が 外 壁 １ Ｅ （ １ Ｗ ）
と 一 体 に 設 け ら れ て い る の で 、 外 壁 １ Ｅ （ １ Ｗ ） に 作 用 す る 面 方 向 の 水 平 力 や 面 に 垂 直 な
方 向 の 水 平 力 を 床 状 構 造 材 ３ ５ に 負 担 さ せ る こ と が で き 、 水 平 力 に 抵 抗 す る せ ん 断 耐 力 や
曲 げ 耐 力 を 増 大 さ せ る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 外 壁 １ Ｅ （ １ Ｗ ） に 即 し て 大 空 間 の 部
屋 を 設 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 ま た 、 外 壁 １ Ｅ （ １ Ｗ ） と 支 持 壁 ４ ０ Ｅ （ ４ ０ Ｗ ） と が 所 定 間 隔 離 間 し 、 か つ 平 行 に 配
置 さ れ て お り 、 両 者 を 胴 差 ３ １ を 介 し て 床 状 構 造 材 ３ ５ に よ り 緊 結 す る こ と で 、 Ｈ 形 鋼 と
同 様 の 断 面 Ｈ 形 状 の 梁 構 造 ５ ０ を 形 成 す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 外 壁 １ Ｅ （ １ Ｗ ） 、
支 持 壁 ４ ０ Ｅ （ ４ ０ Ｗ ） 及 び 梁 材 ４ １ Ｅ （ ４ １ Ｗ ） が ウ ェ ブ 、 床 状 構 造 材 ３ ５ が フ ラ ン ジ
の 役 割 を 果 た し 、 曲 が り や ね じ れ に 対 す る 剛 性 を さ ら に 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 な お 、 建 物 の 西 側 に は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 玄 関 １ １ 及 び 小 開 口 部 ６ ｂ の 部 分 に 凹 部 が
設 け ら れ て い る た め 、 図 ４ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 玄 関 １ １ 及 び 小 開 口 部 ６ ｂ の 部 分 に は 西
側 の 外 壁 １ Ｗ が な い 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 支 持 壁 ４ ０ Ｗ は 、 図 ４ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 支 持 壁 ４ ０ Ｗ の 下 部 に 設 け ら れ た 梁 材 ４ １
Ｗ に よ り 支 持 さ れ て い る 。 梁 材 ４ １ Ｗ は 、 北 側 の 外 壁 １ Ｎ 、 耐 力 壁 ２ ｃ 、 ２ ｄ 、 及 び 柱 構
造 ３ Ｗ に よ り 支 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 外 壁 １ Ｗ と 支 持 壁 ４ ０ Ｗ と の 間 に は 、 東 側 と 同 様 に 、 胴 差 ３ １ や 床 受 け 材 ３ ３ 、 床 状 構
造 材 ３ ５ 等 が 設 け ら れ て い る 。 し か し 、 玄 関 １ １ 及 び 小 開 口 部 ６ ｂ の 部 分 に は 西 側 の 外 壁
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１ Ｗ が な い た め 、 断 面 Ｈ 形 状 の 北 側 の 梁 構 造 ５ ０ ａ と 、 断 面 Ｈ 形 状 の 南 側 の 梁 構 造 ５ ０ ｂ
と が 分 か れ て 形 成 さ れ て い る 。 梁 構 造 ５ ０ ａ の 南 端 は 耐 力 壁 ２ ｃ と 接 続 さ れ て お り 、 梁 構
造 ５ ０ ｂ の 北 端 は 耐 力 壁 ２ ｄ と 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 小 開 口 部 ６ ｂ の 上 部 に は 、 耐 力 壁 ２ ｃ と 耐 力 壁 ２ ｄ と の 間 に 、 庇 ４ ２ が 設 け ら れ て い る
。 こ の 庇 ４ ２ と 支 持 壁 ４ ０ Ｗ と に よ り 、 梁 構 造 ５ ０ ａ と 梁 構 造 ５ ０ ｂ と の 間 で 水 平 方 向 の
荷 重 を 伝 達 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 支 持 壁 ４ ０ Ｅ 及 び 支 持 壁 ４ ０ Ｗ は 、 上 端 で Ｈ 形 鋼 ４ ３ を 支 持 し て い る 。 Ｈ 形 鋼 ４ ３ は 、
支 持 壁 ４ ０ Ｅ と 支 持 壁 ４ ０ Ｗ と の 間 に 渡 さ れ て お り 、 屋 根 パ ネ ル ４ ４ を 支 持 し て い る 。 屋
根 パ ネ ル ４ ４ は 、 図 ５ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 Ｈ 形 鋼 ４ ３ に 支 持 さ れ る と と も に 、 外 壁 １ Ｎ
（ １ Ｓ ） に 設 け ら れ た 屋 根 受 け 材 ３ ６ に 端 部 を 支 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 な お 、 大 開 口 部 ７ ｂ の 上 部 で は 、 図 ５ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 外 壁 １ Ｓ と 面 一 に 設 け ら れ
た 梁 材 ３ ７ の 上 部 に パ ラ ペ ッ ト 壁 ３ ２ 及 び 屋 根 受 け 材 ３ ６ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 梁 材
３ ７ と 平 行 に 補 助 壁 材 ３ ８ が 設 け ら れ て お り 、 梁 材 ３ ７ 及 び 補 助 壁 材 ３ ８ は 柱 構 造 ３ Ｅ 及
び 耐 力 壁 ２ ｂ に よ り 両 端 部 を 支 持 さ れ て い る 。 ま た 、 梁 材 ３ ７ 及 び 補 助 壁 材 ３ ８ の 下 端 は
軒 下 材 ３ ９ に よ り 接 続 さ れ て い る 。 屋 根 パ ネ ル ４ ４ は 、 Ｈ 形 鋼 ４ ３ に 支 持 さ れ る と と も に
、 屋 根 受 け 材 ３ ６ 、 補 助 壁 材 ３ ８ に よ っ て も 支 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 支 持 壁 ４ ０ Ｅ と 支 持 壁 ４ ０ Ｗ と の 間 に 、 屋 根 パ ネ ル ４ ４ を 支 持 す る Ｈ 形 鋼 ４ ３ が 渡 さ れ
て い る こ と で 、 ２ 階 に 耐 力 壁 が な い 大 空 間 の 居 室 を 設 け る こ と が で き る 。 ま た 、 非 耐 力 壁
の 間 仕 切 を 任 意 に 設 け る こ と が で き 、 完 成 後 に お い て も 容 易 に 間 取 り を 行 う こ と が で き る
。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 な お 、 以 上 の 実 施 の 形 態 に お い て は 、 切 妻 屋 根 の 建 物 と し た が 、 そ の 他 の 屋 根 形 状 に し
て も よ い 。 ま た 、 吹 き 抜 け 部 １ ７ の 位 置 や 、 そ の 他 の 間 取 り や 方 角 に つ い て も 適 宜 変 更 可
能 で あ る こ と は も ち ろ ん で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 を 実 施 し た 建 物 を 示 す 間 取 り 図 で あ り 、 （ ａ ） は １ 階 の 間 取 り 図 、 （ ｂ ）
は ２ 階 の 間 取 り 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 （ ａ ） は 図 １ の 建 物 の ２ 階 の 床 高 さ に お け る 外 壁 の 鉛 直 断 面 図 で あ り 、 （ ｂ ） は
図 １ の 建 物 の 屋 根 の 高 さ に お け る 外 壁 の 鉛 直 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 （ ａ ） は 図 １ の 建 物 の 東 側 の 外 壁 の 立 面 図 で あ り 、 （ ｂ ） は 図 １ の 建 物 の 東 側 の
支 持 壁 の 立 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 （ ａ ） は 図 １ の 建 物 の 西 側 の 外 壁 の 立 面 図 で あ り 、 （ ｂ ） は 図 １ の 建 物 の 西 側 の
支 持 壁 の 立 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 （ ａ ） は 図 １ の 建 物 の 北 側 ま た は 南 側 の 外 壁 の 屋 根 の 高 さ に お け る 鉛 直 断 面 図 で
あ り 、 （ ｂ ） は 図 １ の 建 物 の 南 側 の 大 開 口 部 の 上 部 の 屋 根 の 高 さ に お け る 鉛 直 断 面 図 で あ
る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ４ 】
１ Ｎ 、 １ Ｅ 、 １ Ｗ 、 １ Ｓ       外 壁
２ ５ 、 ３ ５     床 状 構 造 材
４ ０ Ｅ 、 ４ ０ Ｗ        支 持 壁
４ １ Ｅ 、 ４ １ Ｗ        梁 材
４ ３    Ｈ 形 鋼
４ ４    屋 根 パ ネ ル
２ ０ 、 ５ ０ 、 ５ ０ ａ 、 ５ ０ ｂ   梁 構 造
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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